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(57)【要約】
【課題】本発明は、操作部へ挿入部を装着した際に、正
しく装着された状態を正しく検知でき、操作部と挿入部
との連結部を確実に装着できる分離型内視鏡を提供する
。
【解決手段】挿入部２と、操作部３との間が分離可能に
連結される分離型内視鏡１の操作部３に設けられた給電
側の第１の電気接点２６と、挿入部２に設けられた受電
側の第２の電気接点８と、挿入部２と操作部３との間の
接続時に挿入部２と操作部３との間を係脱可能にロック
するロック機構９と、操作部３への挿入部２の接続状態
を第１の電気接点２６と第２の電気接点８との通電状況
によって検知する制御部２２と、制御部２２からの検知
信号に基づいて操作部３への挿入部２の接続状態につい
ての検知内容を告知するＬＥＤ１１と、を具備する。
【選択図】　　　図１



(2) JP 2009-142496 A 2009.7.2

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端部に少なくとも照明窓と観察窓とを有する挿入部と、前記挿入部の基端部に配置さ
れた操作部との間が分離可能に連結される分離型内視鏡であって、
　前記操作部に設けられた給電側の第１の電気接点と、
　前記挿入部に設けられた受電側の第２の電気接点と、
　前記挿入部と前記操作部との間の接続時に前記挿入部と前記操作部との間を係脱可能に
ロックするロック機構と、
　前記操作部への前記挿入部の接続状態を前記第１の電気接点と前記第２の電気接点との
通電状況によって検知する検知手段と、
　前記検知手段からの検知信号に基づいて前記操作部への前記挿入部の接続状態について
の検知内容を告知する告知手段と、
　を具備することを特徴とする分離型内視鏡。
【請求項２】
　前記分離型内視鏡は、前記挿入部と前記操作部との接続が完了したことを前記検知手段
が検知した際に、前記内視鏡を起動させる起動手段を具備することを特徴とする請求項１
に記載の分離型内視鏡。
【請求項３】
　前記起動手段は、前記照明窓に供給される照明光を発生させる光源の点灯と、前記観察
窓から入射される内視鏡像を撮像する撮像素子からの画像信号の出力開始とを行うことを
特徴とする請求項２に記載の分離型内視鏡。
【請求項４】
　前記分離型内視鏡は、使用中に前記挿入部と前記操作部との接続が不良となった状態を
前記検知手段が検知したときに、前記内視鏡を停止させる停止手段を具備することを特徴
とする請求項１に記載の分離型内視鏡。
【請求項５】
　前記停止手段は、前記照明窓に供給される照明光を発生させる光源の消灯と、前記観察
窓から入射される内視鏡像を撮像する撮像素子からの画像信号の出力停止とを行うことを
特徴とする請求項４に記載の分離型内視鏡。
【請求項６】
　前記ロック機構は、前記第１の電気接点と前記第２の電気接点との接続により前記挿入
部と前記操作部との装着を検知した際に、前記挿入部と前記操作部との連結部を固定する
ロック機構駆動手段を有することを特徴とする請求項１に記載の分離型内視鏡。
【請求項７】
　前記ロック機構は、前記挿入部側の端部に固定された接合部材と、前記操作部側におけ
る前記接合部材と対応する位置に設けられた可動腕部とを具備し、
　前記ロック機構駆動手段は、前記第１の電気接点と前記第２の電気接点との接続時に前
記可動腕部を前記接合部材に係脱可能に係合させる腕部駆動手段を有することを特徴とす
る請求項１に記載の分離型内視鏡。
【請求項８】
　前記告知手段は、光点灯手段であることを特徴とする請求項１に記載の分離型内視鏡。
【請求項９】
　前記光点灯手段は、ＬＥＤであることを特徴とする請求項８に記載の分離型内視鏡。
【請求項１０】
　前記光点灯手段は、前記挿入部の前記先端部、または前記操作部の少なくともいずれか
一方に位置することを特徴とする請求項８に記載の分離型内視鏡。
【請求項１１】
　前記告知手段は、振動手段であることを特徴とする請求項１に記載の分離型内視鏡。
【請求項１２】
　前記振動手段は、前記操作部に位置することを特徴とする請求項１１に記載の分離型内
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視鏡。
【請求項１３】
　前記告知手段は、音発生手段であることを特徴とする請求項１に記載の分離型内視鏡。
【請求項１４】
　前記音発生手段は、前記操作部に位置することを特徴とする請求項１３に記載の分離型
内視鏡。
【請求項１５】
　前記告知手段は、映像手段であることを特徴とする請求項１に記載の分離型内視鏡。
【請求項１６】
　前記映像手段は、前記操作部への前記挿入部の接続状態を表示するための表示部を有し
、
　前記表示部は、前記操作部に位置することを特徴とする請求項１５に記載の分離型内視
鏡。
【請求項１７】
　前記映像手段は、前記観察窓からの内視鏡像を表示するための撮影画像モニタと共用さ
れ、
　前記撮影画像モニタに前記操作部への前記挿入部の接続状態を表示する表示部を有する
ことを特徴とする請求項１５に記載の分離型内視鏡。
【請求項１８】
　先端部に少なくとも照明窓と観察窓とを有する挿入部と、前記挿入部の基端部に配置さ
れた操作部との間が分離可能に連結される分離型内視鏡であって、
　前記操作部に設けられた給電側の第１の電気接点と、
　前記挿入部に設けられた受電側の第２の電気接点と、
　前記挿入部と前記操作部との間の接続時に前記挿入部と前記操作部との間を係脱可能に
ロックするロック機構と、
　前記操作部への前記挿入部の接続状態を前記第１の電気接点と前記第２の電気接点との
通電状況によって検知する検知手段と、
　前記検知手段からの検知信号に基づいて前記操作部への前記挿入部の接続状態について
の検知内容を告知する告知手段と、
　を具備し、
　前記ロック機構は、前記挿入部側の端部に固定された接合部材と、前記操作部側におけ
る前記接合部材と対応する位置に設けられ、前記接合部材に係脱可能に係合される可動腕
部とを有し、
　前記給電側の第１の電気接点および前記受電側の第２の電気接点は、それぞれ複数の電
気接点要素を有し、
　少なくとも１つの前記第１の電気接点要素は、前記可動腕部に設けられた腕部接点、少
なくとも１つの前記第２の電気接点要素は、前記接合部材に設けられた接合部材接点によ
ってそれぞれ形成され、
　前記可動腕部と前記接合部材との係合時に前記腕部接点と前記接合部材接点とが接続さ
れて前記告知手段の通電回路が形成されることを特徴とする分離型内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡本体が、複数の構成要素に分離可能に連結される連結部を有する連結
される分離型内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から内視鏡本体の一部が分離可能に連結される分離型内視鏡が開発されている。例
えば、特許文献１には、内視鏡本体の挿入部の先端部に対して内視鏡用フードが着脱可能
に連結される構成が示されている。ここでは、挿入部の先端部に対して内視鏡用フードが
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外れかけると、内視鏡の観察視野内に視野欠け部分が発生する。そのため、使用者は、内
視鏡の観察視野内に視野欠け部分が発生した状態を目視することにより、挿入部の先端部
に対して内視鏡用フードが外れかけている状態を知ることができる。
【０００３】
　また、特許文献２には、内視鏡本体の挿入部の先端部に対して内視鏡用フードが着脱可
能に連結される構成が示されている。ここでは、挿入部の先端部に対して内視鏡用フード
が正しく装着されていない場合には、挿入部の先端部に指標がねじれるなどの警告表示を
して使用者に知らせることができる。
【０００４】
　また、特許文献３には、管腔内に挿入される挿入部と、この挿入部の基端部に配置され
た操作部とが分離可能に連結される分離型内視鏡が示されている。ここでは、挿入部と操
作部との着脱部に、信号の伝達を行う電気接点を備えた電気コネクタや、光結合により信
号の伝達を行う光学的伝達手段や、電磁結合により信号の伝達を行う電磁的伝達手段や、
電磁結合により電源の伝達を行う電源伝達手段や、湾曲部を電気的に湾曲駆動する湾曲駆
動手段、あるいは湾曲駆動手段による回転力を伝達する回転力伝達手段などを設けた構成
が示されている。
【特許文献１】特開２００３－２９９６１０号公報
【特許文献２】特開２００５－１８５８５５号公報
【特許文献３】特開２００５－２７９２５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１の装置では、使用者は、内視鏡の観察視野内に視野欠け部分が発生した
状態を目視することにより、挿入部の先端部に対して内視鏡用フードが正しく装着されて
いない状態を知ることができる。しかしながら、内視鏡の観察視野内に視野欠け部分が発
生した状態でも、内視鏡は通常のとおり使用できるので、使用者が、内視鏡の観察視野内
に視野欠け部分の発生を見落とした場合には挿入部の先端部に対して内視鏡用フードが正
しく装着されていないままの状態での使用が継続されてしまう可能性がある。
【０００６】
　また、上記特許文献２の装置では、挿入部の先端部に指標がねじれるなどの警告表示が
表示されている状態でも、内視鏡は通常のとおり使用できる。そのため、この場合も使用
者が、挿入部の先端部に指標がねじれるなどの警告表示を見落とした場合には挿入部の先
端部に対して内視鏡用フードが正しく装着されていないままの状態での使用が継続されて
しまう可能性がある。
【０００７】
　また、特許文献３では、挿入部と操作部との着脱部が正しく連結されているかどうかを
検知する検知手段や、その警告手段などは格別に示されていない。そのため、この場合は
、挿入部と操作部との着脱部が正しく連結されていないままの状態での使用が継続されて
しまう可能性がある。
【０００８】
　本発明は上記事情に着目してなされたもので、その目的は、操作部へ挿入部を装着した
際に、正しく装着された状態を正しく検知することができ、操作部と挿入部との連結部を
確実に装着できる分離型内視鏡を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１の発明は、先端部に少なくとも照明窓と観察窓とを有する挿入部と、前記挿入
部の基端部に配置された操作部との間が分離可能に連結される分離型内視鏡であって、前
記操作部に設けられた給電側の第１の電気接点と、前記挿入部に設けられた受電側の第２
の電気接点と、前記挿入部と前記操作部との間の接続時に前記挿入部と前記操作部との間
を係脱可能にロックするロック機構と、前記操作部への前記挿入部の接続状態を前記第１
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の電気接点と前記第２の電気接点との通電状況によって検知する検知手段と、前記検知手
段からの検知信号に基づいて前記操作部への前記挿入部の接続状態についての検知内容を
告知する告知手段と、を具備することを特徴とする分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項１の発明では、分離型内視鏡の挿入部を操作部に装着した際、操作部
の給電側の第１の電気接点と、挿入部の受電側の第２の電気接点とが接続されるとともに
、挿入部と操作部との間がロック機構によって係脱可能にロックされる。このとき、検知
手段によって第１の電気接点と第２の電気接点との通電状況に応じて操作部への挿入部の
接続状態を検出することにより、分離型内視鏡の装着が完了し、使用可能となったことを
光・音・振動の発生などの告知手段によって使用者に知らせる。これにより、挿入部と操
作部との間の分離部の確実な装着を可能にするようにしたものである。
【００１０】
　請求項２の発明は、前記分離型内視鏡は、前記挿入部と前記操作部との接続が完了した
ことを前記検知手段が検知した際に、前記内視鏡を起動させる起動手段を具備することを
特徴とする請求項１に記載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項２の発明では、分離型内視鏡は、検知手段が挿入部と操作部との接続
が完了したことを検知した際に、起動手段を駆動して内視鏡を起動させるようにしたもの
である。
【００１１】
　請求項３の発明は、前記起動手段は、前記照明窓に供給される照明光を発生させる光源
の点灯と、前記観察窓から入射される内視鏡像を撮像する撮像素子からの画像信号の出力
開始とを行うことを特徴とする請求項２に記載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項３の発明では、起動手段の駆動時には、照明光の光源を点灯させると
ともに、観察窓から入射される内視鏡像を撮像する撮像素子からの画像信号の出力開始と
を行うようにしたものである。
【００１２】
　請求項４の発明は、前記分離型内視鏡は、使用中に前記挿入部と前記操作部との接続が
不良となった状態を前記検知手段が検知したときに、前記内視鏡を停止させる停止手段を
具備することを特徴とする請求項１に記載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項４の発明では、分離型内視鏡の使用中に挿入部と操作部との接続が不
良となった状態を検知手段が検知したときに、停止手段によって内視鏡を停止させるよう
にしたものである。
【００１３】
　請求項５の発明は、前記停止手段は、前記照明窓に供給される照明光を発生させる光源
の消灯と、前記観察窓から入射される内視鏡像を撮像する撮像素子からの画像信号の出力
停止とを行うことを特徴とする請求項４に記載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項５の発明では、停止手段の駆動時には、照明光の光源の消灯と、撮像
素子からの画像信号の出力停止とを行うようにしたものである。
【００１４】
　請求項６の発明は、前記ロック機構は、前記第１の電気接点と前記第２の電気接点との
接続により前記挿入部と前記操作部との装着を検知した際に、前記挿入部と前記操作部と
の連結部を固定するロック機構駆動手段を有することを特徴とする請求項１に記載の分離
型内視鏡である。　
　そして、本請求項６の発明では、第１の電気接点と第２の電気接点との接続により挿入
部と操作部との装着を検知した際に、ロック機構駆動手段によってロック機構を駆動して
挿入部と操作部との連結部を固定するようにしたものである。
【００１５】
　請求項７の発明は、前記ロック機構は、前記挿入部側の端部に固定された接合部材と、
前記操作部側における前記接合部材と対応する位置に設けられた可動腕部とを具備し、前
記ロック機構駆動手段は、前記第１の電気接点と前記第２の電気接点との接続時に前記可
動腕部を前記接合部材に係脱可能に係合させる腕部駆動手段を有することを特徴とする請
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求項１に記載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項７の発明では、第１の電気接点と第２の電気接点との接続時に、ロッ
ク機構駆動手段の腕部駆動手段によって操作部側の可動腕部を挿入部側の端部の接合部材
に係脱可能に係合させるようにしたものである。
【００１６】
　請求項８の発明は、前記告知手段は、光点灯手段であることを特徴とする請求項１に記
載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項８の発明では、第１の電気接点と第２の電気接点との接続時に、告知
手段の光点灯手段によって光源の点灯を行うようにしたものである。
【００１７】
　請求項９の発明は、前記光点灯手段は、ＬＥＤであることを特徴とする請求項８に記載
の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項９の発明では、第１の電気接点と第２の電気接点との接続時に、光点
灯手段のＬＥＤの点灯を行うようにしたものである。
【００１８】
　請求項１０の発明は、前記光点灯手段は、前記挿入部の前記先端部、または前記操作部
の少なくともいずれか一方に位置することを特徴とする請求項８に記載の分離型内視鏡で
ある。　
　そして、本請求項１０の発明では、挿入部の先端部、または操作部の少なくともいずれ
か一方に位置する光点灯手段によって操作部への挿入部の接続状態についての検知内容を
告知するようにしたものである。
【００１９】
　請求項１１の発明は、前記告知手段は、振動手段であることを特徴とする請求項１に記
載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項１１の発明では、操作部への挿入部の接続状態についての検知内容を
振動手段による振動の発生などで告知するようにしたものである。
【００２０】
　請求項１２の発明は、前記振動手段は、前記操作部に位置することを特徴とする請求項
１１に記載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項１２の発明では、操作部への挿入部の接続状態についての検知内容を
操作部に位置する振動手段による振動の発生などで告知するようにしたものである。
【００２１】
　請求項１３の発明は、前記告知手段は、音発生手段であることを特徴とする請求項１に
記載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項１３の発明では、操作部への挿入部の接続状態についての検知内容を
告知手段の音発生手段による音の発生などで告知するようにしたものである。
【００２２】
　請求項１４の発明は、前記音発生手段は、前記操作部に位置することを特徴とする請求
項１３に記載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項１４の発明では、操作部への挿入部の接続状態についての検知内容を
操作部に位置する音発生手段による音の発生などで告知するようにしたものである。
【００２３】
　請求項１５の発明は、前記告知手段は、映像手段であることを特徴とする請求項１に記
載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項１５の発明では、操作部への挿入部の接続状態についての検知内容を
告知手段の映像手段で告知するようにしたものである。
【００２４】
　請求項１６の発明は、前記映像手段は、前記操作部への前記挿入部の接続状態を表示す
るための表示部を有し、前記表示部は、前記操作部に位置することを特徴とする請求項１
５に記載の分離型内視鏡である。　



(7) JP 2009-142496 A 2009.7.2

10

20

30

40

50

　そして、本請求項１６の発明では、操作部への挿入部の接続状態についての検知内容を
操作部に位置する表示部によって告知するようにしたものである。
【００２５】
　請求項１７の発明は、前記映像手段は、前記観察窓からの内視鏡像を表示するための撮
影画像モニタと共用され、前記撮影画像モニタに前記操作部への前記挿入部の接続状態を
表示する表示部を有することを特徴とする請求項１５に記載の分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項１７の発明では、操作部への挿入部の接続状態についての検知内容を
撮影画像モニタと共用される告知手段の表示部によって告知するようにしたものである。
【００２６】
　請求項１８の発明は、先端部に少なくとも照明窓と観察窓とを有する挿入部と、前記挿
入部の基端部に配置された操作部との間が分離可能に連結される分離型内視鏡であって、
前記操作部に設けられた給電側の第１の電気接点と、前記挿入部に設けられた受電側の第
２の電気接点と、前記挿入部と前記操作部との間の接続時に前記挿入部と前記操作部との
間を係脱可能にロックするロック機構と、前記操作部への前記挿入部の接続状態を前記第
１の電気接点と前記第２の電気接点との通電状況によって検知する検知手段と、前記検知
手段からの検知信号に基づいて前記操作部への前記挿入部の接続状態についての検知内容
を告知する告知手段と、を具備し、前記ロック機構は、前記挿入部側の端部に固定された
接合部材と、前記操作部側における前記接合部材と対応する位置に設けられ、前記接合部
材に係脱可能に係合される可動腕部とを有し、前記給電側の第１の電気接点および前記受
電側の第２の電気接点は、それぞれ複数の電気接点要素を有し、少なくとも１つの前記第
１の電気接点要素は、前記可動腕部に設けられた腕部接点、少なくとも１つの前記第２の
電気接点要素は、前記接合部材に設けられた接合部材接点によってそれぞれ形成され、前
記可動腕部と前記接合部材との係合時に前記腕部接点と前記接合部材接点とが接続されて
前記告知手段の通電回路が形成されることを特徴とする分離型内視鏡である。　
　そして、本請求項１８の発明では、分離型内視鏡の挿入部を操作部に装着した際、操作
部の給電側の第１の電気接点と、挿入部の受電側の第２の電気接点とが接続されるととも
に、挿入部と操作部との間がロック機構によって係脱可能にロックされる。このとき、ロ
ック機構は、挿入部側の接合部材と、操作部側の可動腕部とが係脱可能に係合される。こ
の可動腕部と接合部材との係合時に腕部接点と接合部材接点とが接続されて告知手段の通
電回路が形成される。このとき、検知手段によって第１の電気接点と第２の電気接点との
通電状況に応じて操作部への挿入部の接続状態を検出することにより、分離型内視鏡の装
着が完了し、使用可能となったことを光・音・振動の発生などの告知手段によって使用者
に知らせる。これにより、挿入部と操作部との間の分離部の確実な装着を可能にするよう
にしたものである。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、操作部へ挿入部を装着した際に、正しく装着された状態を正しく検知
することができ、操作部と挿入部との連結部を確実に装着できる分離型内視鏡を提供する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明の第１の実施の形態を図１～図４を参照して説明する。本実施の形態の分
離型内視鏡１は、体内に挿入される細長い挿入部２（図１（Ａ）に示す）と、この挿入部
２の基端部に配置された操作部３（図１（Ｂ）に示す）とを有する。挿入部２と操作部３
とは、分離可能に連結される。
【００２９】
　挿入部２の本体２Ａは、細長い可撓管部４と、この可撓管部４の先端に基端部が連結さ
れた湾曲部５と、この湾曲部５の先端に基端部が連結された先端硬性部６とを有する。先
端硬性部６の先端面には、図示しない照明光学系の照明窓部と、観察光学系の観察窓部と
、処置具挿通チャンネルの先端開口部と、送気送水用ノズルなどが配設されている。



(8) JP 2009-142496 A 2009.7.2

10

20

30

40

50

【００３０】
　先端硬性部６の内部には、照明窓部の後方に図示しないライトガイドファイバの先端部
が固定されている。さらに、観察窓部の後方には、内視鏡像を撮像するＣＣＤなどを含む
撮像ユニットが配設されている。さらに、先端硬性部６の内部には、処置具挿通チャンネ
ルの先端部や、送気送水用ノズルに接続された図示しない送気・送水チューブの先端部な
どが固定されている。
【００３１】
　前記ライトガイドファイバや、撮像ユニットの撮像信号線などのケーブル（電気信号線
）や、処置具挿通チャンネルや、前記送気送水用ノズルに接続された送気チューブや、送
水チューブなどは、湾曲部５内から可撓管部４内を通り、可撓管部４の基端部側に延設さ
れている。
【００３２】
　また、可撓管部４の基端部には、操作部３との連結部（挿入部側連結部）７が設けられ
ている。この挿入部側連結部７には、受電側の第２の電気接点８と、後述するロック機構
９の係合ピン（接合部材）１０とが設けられている。第２の電気接点８は、２つの雌型の
コネクタ部（電気接点要素）８ａ，８ｂを有する。ここで、第２の電気接点８には、陽極
と陰極の二つの電極が設けられている。そして、一方のコネクタ部８ａには、陽極、他方
のコネクタ部８ｂには、陰極がそれぞれ配設されている。
【００３３】
　さらに、先端硬性部６の先端面には、操作部３への挿入部２の接続状態についての検知
内容を告知する告知手段、例えば光点灯手段であるＬＥＤ１１が設けられている。このＬ
ＥＤ１１は、ＬＥＤ配線１２を介して第２の電気接点８の２つの雌型のコネクタ部８ａ，
８ｂにそれぞれ接続されている。
【００３４】
　操作部３には術者が把持する把持部１３が配設されている。この把持部１３の終端部に
はユニバーサルコード１４の基端部が連結されている。このユニバーサルコード１４の先
端部には、コネクタ部１５が連結されている。コネクタ部１５には、さらに接続コード１
６を介して電気コネクタ１７が接続されている。
【００３５】
　コネクタ部１５は、光源装置１８に着脱可能に連結される。電気コネクタ１７は、コン
ソール１９に着脱可能に連結される。コンソール１９は、ビデオプロセッサ２０と、ＣＣ
Ｄ駆動部２１と、制御部（検知手段）２２とを有する。制御部２２は、さらに光源装置１
８とＣＣＤ駆動部２１とそれぞれ接続されている。ビデオプロセッサ２０は、外部のモニ
タ２３と接続されている。そして、制御部２２は、操作部３への挿入部２の接続状態を、
把持部１３に設けた第１の電気接点２６と第２の電気接点８との通電状況によって検知し
、その検知結果に応じて光源装置１８およびＣＣＤ駆動部２１の駆動をそれぞれ制御する
。よって、この制御部２２は、内視鏡を起動させる起動手段としての機能も有する。
【００３６】
　また、コンソール１９には、電気コネクタ１７との接続部に第１～第３の接点２４ａ，
２４ｂ，２４ｃが配設されている。第１の接点２４ａは、ビデオプロセッサ２０と接続さ
れている。第２の接点２４ｂは、ＣＣＤ駆動部２１と接続され、第３の接点２４ｃは、制
御部２２と接続されている。
【００３７】
　また、操作部３には、把持部１３の先端部に挿入部２の挿入部側連結部７との連結部（
操作部側連結部）２５が設けられている。この操作部側連結部２５には、給電側の第１の
電気接点２６と、ロック機構９のフック部材（可動腕部）２７とが設けられている。第１
の電気接点２６は、２つの雄型のコネクタ部（電気接点要素）２６ａ，２６ｂを有する。
ここで、第１の電気接点２６には、陽極と陰極の二つの電極が設けられている。そして、
一方のコネクタ部２６ａには、陽極、他方のコネクタ部２６ｂには、陰極がそれぞれ配設
されている。
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【００３８】
　フック部材２７は、挿入部２の係合ピン１０と対応する位置に設けられている。フック
部材２７の基端部は、回動支軸２８を中心に回動可能に軸支されている。回動支軸２８は
正逆回転可能なロータリーソレノイド（ロック機構駆動手段）２９によって回動駆動され
るようになっている。そして、このフック部材２７の回動動作によってフック部材２７と
挿入部２の係合ピン１０との係脱操作が行われるようになっている。
【００３９】
　また、２つの雄型のコネクタ部２６ａ，２６ｂと、ロータリーソレノイド２９と、に接
続された電気信号線、および図示しない撮像ユニットの撮像信号線などのケーブルに接続
される電気信号線は、操作部３およびユニバーサルコード１４の内部からコネクタ部１５
側に延出され、さらに接続コード１６を介して電気コネクタ１７に接続されている。そし
て、２つの雄型のコネクタ部２６ａ，２６ｂの電気信号線と、ロータリーソレノイド２９
の電気信号線とは、第３の接点２４ｃと接続されている。また、図示しない撮像ユニット
等用の電気信号線は、第１の接点２４ａおよび第２の接点２４ｂに接続されている。
【００４０】
　次に、上記構成の作用について説明する。本実施の形態の分離型内視鏡１は、使用時に
は分離状態の挿入部２と操作部３とが連結される作業が行われる。この連結作業時には、
図２中に矢印で示すように挿入部２の挿入部側連結部７と操作部３の操作部側連結部２５
とが接合される。このとき、挿入部側連結部７の第２の電気接点８の２つの雌型のコネク
タ部８ａ，８ｂに、操作部側連結部２５の第１の電気接点２６の２つの雄型のコネクタ部
２６ａ，２６ｂが挿入される。
【００４１】
　そして、図３に示すように挿入部２と操作部３とが正しい連結位置まで挿入された時点
で、操作部３の給電側の第１の電気接点２６と、挿入部２の受電側の第２の電気接点８と
が接続される。これにより、挿入部側連結部７の第２の電気接点８の２つの雌型のコネク
タ部８ａ，８ｂと操作部側連結部２５の第１の電気接点２６の２つの雄型のコネクタ部２
６ａ，２６ｂとが接続され、閉回路が成立する。そのため、先端硬性部６の先端面のＬＥ
Ｄ１１が点灯される。
【００４２】
　このとき同時に、雌型のコネクタ部８ａ，８ｂと雄型のコネクタ部２６ａ，２６ｂとの
通電状態が制御部２２に検知される。そのため、制御部２２からロータリーソレノイド２
９に駆動信号が出力される。そして、図４中に矢印で示すようにロータリーソレノイド２
９によってフック部材２７が回動支軸２８を中心に時計回り方向に回動駆動される。この
とき、フック部材２７の回動動作によってフック部材２７が挿入部２の係合ピン１０に係
脱可能に係合される。これにより、挿入部２と操作部３との間がロック機構９によって係
脱可能にロックされる。
【００４３】
　さらに、ロックが完了すると、制御部２２から光源装置１８とＣＣＤ駆動部２１とにそ
れぞれ起動信号が出力される。これにより、内視鏡１の作動が開始される。このとき、光
源装置１８の駆動開始によって照明光が点灯されるとともに、ＣＣＤ駆動部２１によって
撮像ユニットのＣＣＤの駆動が開始される。そのため、モニタ２３への画像表示が開始さ
れる。この状態で、内視鏡１の使用が可能になる。
【００４４】
　また、内視鏡１の使用中に例えば挿入部２と操作部３とが正しい連結位置から外れた場
合には、挿入部側連結部７の第２の電気接点８の２つの雌型のコネクタ部８ａ，８ｂと操
作部側連結部２５の第１の電気接点２６の２つの雄型のコネクタ部２６ａ，２６ｂとの接
続が解除される。この場合には、雌型のコネクタ部８ａ，８ｂと雄型のコネクタ部２６ａ
，２６ｂとの間が断線状態に切り替わる。この状態が、制御部２２によって検知された場
合には、制御部２２から光源装置１８とＣＣＤ駆動部２１とにそれぞれ停止信号が出力さ
れる。これにより、光源装置１８の照明光が消灯されるとともに、ＣＣＤ駆動部２１によ
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る撮像ユニットのＣＣＤの駆動が停止される。そのため、モニタ２３への画像表示が停止
されて内視鏡１の作動が停止される。よって、制御部２２は、内視鏡１の作動を停止させ
る停止手段としての機能も有する。
【００４５】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態の分離
型内視鏡１では、操作部３へ挿入部２を装着した際に、挿入部側連結部７の第２の電気接
点８の２つの雌型のコネクタ部８ａ，８ｂと操作部側連結部２５の第１の電気接点２６の
２つの雄型のコネクタ部２６ａ，２６ｂとの接続による電気接点の通電などにより電気的
に装着が完了したことを検知することができる。このとき、分離型内視鏡１の装着が完了
し、使用可能となったことを光・音・振動の発生、例えば本実施の形態では先端硬性部６
のＬＥＤ１１の点灯によって使用者に知らせることができる。これにより、操作部３へ挿
入部２を装着した際に、正しく装着された状態を正しく検知することができ、操作部３と
挿入部２との連結部を確実に装着できる分離型内視鏡１を提供することができる。そのた
め、挿入部２と操作部３との着脱部が正しく連結されていないままの状態での使用が継続
されてしまうことを防止することができる。
【００４６】
　また、図５～図１０は本発明の第２の実施の形態を示すものである。本実施の形態は、
第１の実施の形態（図１～図４参照）の分離型内視鏡１の挿入部２と操作部３との着脱部
の構成を次の通り変更したものである。なお、変更部分以外は第１の実施の形態と同一構
成になっており、第１の実施の形態と同一部分には同一の符号を付してここではその説明
を省略する。
【００４７】
　すなわち、本実施の形態では、挿入部２の挿入部側連結部７に、１つの雌型のコネクタ
部３１と、ロック機構９の１つの係合ピン（第１の電気接点要素）３２とを有する。ここ
で、雌型のコネクタ部３１と、係合ピン３２とはそれぞれ受電側の第２の電気接点８を構
成する。なお、第２の電気接点８には、陽極と陰極の二つの電極が設けられている。そし
て、例えばコネクタ部３１には、陽極、係合ピン３２には、陰極（接合部材接点）がそれ
ぞれ配設されている。ＬＥＤ１１は、ＬＥＤ配線３３を介して第２の電気接点８の雌型の
コネクタ部３１と、ロック機構９の１つの係合ピン３２とにそれぞれ接続されている。
【００４８】
　また、操作部３の操作部側連結部２５には、１つの雄型のコネクタ部３４と、ロック機
構９の１つのフック部材３５とを有する。ここで、雄型のコネクタ部３４と、フック部材
３５とはそれぞれ給電側の第１の電気接点２６を構成する。なお、第１の電気接点２６に
は、陽極と陰極の二つの電極が設けられている。そして、例えばコネクタ部３４には、陽
極、フック部材３５には、陰極（腕部接点）がそれぞれ配設されている。さらに、コネク
タ部３４およびフック部材３５の電気信号線は、第３の接点２４ｃと接続されている（図
１参照）。
【００４９】
　フック部材３５は、可動腕部３５ａと、この可動腕部３５ａの先端に形成されたほぼＣ
字状のフック部（第２の電気接点要素）３５ｂとを有する。可動腕部３５ａは、その中間
部が回動軸３６を介して操作部３に回動自在に取り付けられている。
【００５０】
　また、操作部３には、回動軸３６を中心にフック部材３５を回動操作する操作ボタン３
７が設けられている。この操作ボタン３７は、図５中で、上下方向に移動可能に支持され
ている。なお、操作ボタン３７は、図示しない付勢手段によって図５中で、操作部３の上
方向に突出する方向に付勢されている。そして、常時は付勢手段の付勢力によって図５に
示すように操作部３の上方向に突出した突出位置で保持されている。
【００５１】
　さらに、操作ボタン３７の下端部はフック部材３５の基端部と係合されている。そして
、図７中に矢印で示すように操作ボタン３７の押し下げ操作にともないフック部材３５が
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回動軸３６を中心に時計回り方向に回動し、フック部３５ｂが図７中で上方向に移動する
ようになっている。また、操作ボタン３７の押し下げ操作を解除することにより、操作ボ
タン３７が付勢手段の付勢力によって図９中に矢印で示すように操作部３の上方向に突出
した突出位置に戻される。このとき、フック部材３５は、図９中に矢印で示すように回動
軸３６を中心に反時計回り方向に回動し、フック部３５ｂが下方向に移動するようになっ
ている。そして、操作ボタン３７の操作に応じてフック部材３５と係合ピン３２との係脱
操作が行われるようになっている。
【００５２】
　次に、上記構成の作用について説明する。本実施の形態の分離型内視鏡１は、使用時に
は分離状態の挿入部２と操作部３とが連結される作業が行われる。この連結作業時には、
図６中に矢印で示すように挿入部２の挿入部側連結部７と操作部３の操作部側連結部２５
とが接合される。このとき、挿入部側連結部７の第２の電気接点８の雌型のコネクタ部３
１に、操作部側連結部２５の第１の電気接点２６の雄型のコネクタ部３４が挿入される。
【００５３】
　本実施の形態では、挿入部２と操作部３との連結作業中に、操作ボタン３７によってフ
ック部材３５の操作が次のとおり行われる。すなわち、挿入部側連結部７の第２の電気接
点８の雌型のコネクタ部３１に、操作部側連結部２５の第１の電気接点２６の雄型のコネ
クタ部３４が挿入される前に、図７に示すように操作ボタン３７の押し下げ操作が行われ
る。このとき、フック部材３５が回動軸３６を中心に時計回り方向に回動し、フック部３
５ｂが図７中で上方向に移動する。
【００５４】
　続いて、操作ボタン３７を押し下げ位置で保持したままの状態で、図８に示すように挿
入部側連結部７の第２の電気接点８の雌型のコネクタ部３１に、操作部側連結部２５の第
１の電気接点２６の雄型のコネクタ部３４が挿入される。そして、挿入部２と操作部３と
が正しい連結位置まで挿入された時点で、挿入部側連結部７の第２の電気接点８の雌型の
コネクタ部３１と操作部側連結部２５の第１の電気接点２６の雄型のコネクタ部３４とが
接続される。
【００５５】
　このとき、操作ボタン３７の押し下げ操作が解除される。これにより、操作ボタン３７
が付勢手段の付勢力によって図９中に矢印で示すように操作部３の上方向に突出した突出
位置に戻される。このとき、フック部材３５は、図９中に矢印で示すように回動軸３６を
中心に反時計回り方向に回動し、フック部３５ｂが下方向に移動して係合ピン３２と係合
する。これにより、挿入部２と操作部３との間がロック機構９によって係脱可能にロック
される。さらに、フック部材３５と係合ピン３２との係合時には、フック部材３５の腕部
接点と係合ピン３２の接合部材接点とが接続される。これにより、操作部３の給電側の第
１の電気接点２６と、挿入部２の受電側の第２の電気接点８とが接続されて閉回路が成立
する。そのため、図１０に示すように先端硬性部６の先端面のＬＥＤ１１が点灯される。
【００５６】
　このとき同時に、操作部３の給電側の第１の電気接点２６と、挿入部２の受電側の第２
の電気接点８との接続状態が制御部２２（図１参照）に検知される。そのため、制御部２
２から光源装置１８とＣＣＤ駆動部２１とにそれぞれ起動信号が出力される。これにより
、内視鏡１の作動が開始される。このとき、光源装置１８の駆動開始によって照明光が点
灯されるとともに、ＣＣＤ駆動部２１によって撮像ユニットのＣＣＤの駆動が開始される
。そのため、モニタ２３への画像表示が開始される。この状態で、内視鏡１の使用が可能
になる。
【００５７】
　また、内視鏡１の使用中に例えば挿入部２と操作部３とが正しい連結位置から外れた場
合には、挿入部側連結部７の第２の電気接点８の雌型のコネクタ部３１と操作部側連結部
２５の第１の電気接点２６の雄型のコネクタ部３４との接続が解除される。この場合には
、雌型のコネクタ部３１と雄型のコネクタ部３４との間が断線状態に切り替わる。この状
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態が、制御部２２によって検知された場合には、制御部２２から光源装置１８とＣＣＤ駆
動部２１とにそれぞれ停止信号が出力される。これにより、光源装置１８の照明光が消灯
されるとともに、ＣＣＤ駆動部２１による撮像ユニットのＣＣＤの駆動が停止される。そ
のため、モニタ２３への画像表示が停止されて内視鏡１の作動が停止される。
【００５８】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態の分離
型内視鏡１では、操作部３へ挿入部２を装着した際に、挿入部側連結部７の第２の電気接
点８の雌型のコネクタ部３１と操作部側連結部２５の第１の電気接点２６の雄型のコネク
タ部３４との接続による一方の電気接点の通電と、フック部材３５と係合ピン３２との係
合によるフック部材３５の腕部接点と係合ピン３２の接合部材接点の接続による他方の電
気接点の通電とが行われる。これにより電気的に装着が完了したことを制御部２２によっ
て検知することができる。このとき、分離型内視鏡１の装着が完了し、使用可能となった
ことを光・音・振動の発生、例えば本実施の形態では先端硬性部６のＬＥＤ１１の点灯に
よって使用者に知らせることができる。これにより、操作部３へ挿入部２を装着した際に
、正しく装着された状態を正しく検知することができ、操作部３と挿入部２との連結部を
確実に装着できる分離型内視鏡１を提供することができる。そのため、挿入部２と操作部
３との着脱部が正しく連結されていないままの状態での使用が継続されてしまうことを防
止することができる。
【００５９】
　また、本実施の形態では、ロック機構９のフック部材３５と係合ピン３２との係合部に
よってＬＥＤ１１の通電回路の一方の電気接点を兼用させている。そのため、装置全体の
構成要素を少なくすることができる。
【００６０】
　また、図１１は本発明の第３の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１～図４参照）の分離型内視鏡１の告知手段の構成を次の通り変更したもの
である。
【００６１】
　すなわち、本実施の形態では、挿入部２の基端部の挿入部側連結部７の外周面に告知手
段を構成する光点灯手段であるＬＥＤ４１が設けられている。これ以外の部分は、第１の
実施の形態と同一構成になっており、第１の実施の形態と同一部分には同一の符号を付し
てここではその説明を省略する。
【００６２】
　そこで、上記構成の本実施の形態の分離型内視鏡１では、分離型内視鏡１の装着が完了
し、使用可能となったことを挿入部２の基端部の挿入部側連結部７のＬＥＤ４１の点灯に
よって使用者に知らせることができる。これにより、操作部３へ挿入部２を装着した際に
、正しく装着された状態を正しく検知することができ、操作部３と挿入部２との連結部を
確実に装着できる分離型内視鏡１を提供することができる。そのため、挿入部２と操作部
３との着脱部が正しく連結されていないままの状態での使用が継続されてしまうことを防
止することができる。
【００６３】
　また、図１２は本発明の第４の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１～図４参照）の分離型内視鏡１の告知手段の構成を次の通り変更したもの
である。
【００６４】
　すなわち、本実施の形態では、操作部３の端末部に告知手段を構成する光点灯手段であ
るＬＥＤ５１が設けられている。これ以外の部分は、第１の実施の形態と同一構成になっ
ており、第１の実施の形態と同一部分には同一の符号を付してここではその説明を省略す
る。
【００６５】
　そこで、上記構成の本実施の形態の分離型内視鏡１では、分離型内視鏡１の装着が完了
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し、使用可能となったことを操作部３の端末部のＬＥＤ５１の点灯によって使用者に知ら
せることができる。これにより、操作部３へ挿入部２を装着した際に、正しく装着された
状態を正しく検知することができ、操作部３と挿入部２との連結部を確実に装着できる分
離型内視鏡１を提供することができる。そのため、挿入部２と操作部３との着脱部が正し
く連結されていないままの状態での使用が継続されてしまうことを防止することができる
。
【００６６】
　また、図１３は本発明の第５の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１～図４参照）の分離型内視鏡１の告知手段の構成を次の通り変更したもの
である。
【００６７】
　すなわち、本実施の形態では、操作部３の端末部に告知手段を構成するバイブレータ６
１が設けられている。これ以外の部分は、第１の実施の形態と同一構成になっており、第
１の実施の形態と同一部分には同一の符号を付してここではその説明を省略する。
【００６８】
　そこで、上記構成の本実施の形態の分離型内視鏡１では、分離型内視鏡１の装着が完了
し、使用可能となったことを操作部３の端末部のバイブレータ６１の作動（振動）によっ
て使用者に知らせることができる。これにより、操作部３へ挿入部２を装着した際に、正
しく装着された状態を正しく検知することができ、操作部３と挿入部２との連結部を確実
に装着できる分離型内視鏡１を提供することができる。そのため、挿入部２と操作部３と
の着脱部が正しく連結されていないままの状態での使用が継続されてしまうことを防止す
ることができる。
【００６９】
　また、図１４は本発明の第６の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実
施の形態（図１～図４参照）の分離型内視鏡１の告知手段の構成を次の通り変更したもの
である。
【００７０】
　すなわち、本実施の形態では、操作部３の端末部に音による告知手段を構成するスピー
カー７１、またはブザーが設けられている。これ以外の部分は、第１の実施の形態と同一
構成になっており、第１の実施の形態と同一部分には同一の符号を付してここではその説
明を省略する。
【００７１】
　そこで、上記構成の本実施の形態の分離型内視鏡１では、分離型内視鏡１の装着が完了
し、使用可能となったことを操作部３の端末部のスピーカー７１からの音声、またはブザ
ーの鳴動によって使用者に知らせることができる。これにより、操作部３へ挿入部２を装
着した際に、正しく装着された状態を正しく検知することができ、操作部３と挿入部２と
の連結部を確実に装着できる分離型内視鏡１を提供することができる。そのため、挿入部
２と操作部３との着脱部が正しく連結されていないままの状態での使用が継続されてしま
うことを防止することができる。
【００７２】
　また、図１５（Ａ），（Ｂ）は本発明の第７の実施の形態を示すものである。本実施の
形態は第１の実施の形態（図１～図４参照）の分離型内視鏡１の告知手段の構成を次の通
り変更したものである。
【００７３】
　すなわち、本実施の形態では、図１５（Ａ）に示すように操作部３の端末部に告知手段
を構成する映像（文字）表示手段である液晶ディスプレイ８１が設けられている。この液
晶ディスプレイ８１は、分離型内視鏡１の操作部３と挿入部２との連結部が未装着の場合
には表示画面（表示部）８２が例えば未表示、あるいは“使用不可” の文字が表示され
る。また、分離型内視鏡１の操作部３と挿入部２との連結部が正しく装着された場合には
図１５（Ｂ）に示すように液晶ディスプレイ８１の表示画面８２に例えば“Ｃｏｎｎｅｃ
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ｔ：ＯＫ！！”の文字が表示される。これ以外の部分は、第１の実施の形態と同一構成に
なっており、第１の実施の形態と同一部分には同一の符号を付してここではその説明を省
略する。
【００７４】
　そこで、上記構成の本実施の形態の分離型内視鏡１では、分離型内視鏡１の装着が完了
し、使用可能となったことを操作部３の端末部の液晶ディスプレイ８１の表示画面８２の
文字の表示によって使用者に知らせることができる。これにより、操作部３へ挿入部２を
装着した際に、正しく装着された状態を正しく検知することができ、操作部３と挿入部２
との連結部を確実に装着できる分離型内視鏡１を提供することができる。そのため、挿入
部２と操作部３との着脱部が正しく連結されていないままの状態での使用が継続されてし
まうことを防止することができる。
【００７５】
　また、図１６（Ａ），（Ｂ）は本発明の第８の実施の形態を示すものである。本実施の
形態は第１の実施の形態（図１～図４参照）の分離型内視鏡１の告知手段の構成を次の通
り変更したものである。
【００７６】
　すなわち、本実施の形態では、告知手段を構成する映像（文字）表示手段として図１６
（Ａ）に示すように観察窓からの内視鏡像を表示するための撮影画像モニタ２３を共用し
たものである。本実施の形態のモニタ２３には、分離型内視鏡１の操作部３と挿入部２と
の連結部が未装着の場合には表示画面が例えば未表示、あるいは“使用不可” の文字が
表示される。また、分離型内視鏡１の操作部３と挿入部２との連結部が正しく装着された
場合には図１６（Ｂ）に示すように表示画面内に例えば“Ｃｏｎｎｅｃｔ：ＯＫ！！”の
文字を表示する表示部９１が形成される。なお、表示部９１は、内視鏡像を表示するため
の撮影画像の表示領域とは外れた領域に表示される構成にしてもよい。これ以外の部分は
、第１の実施の形態と同一構成になっており、第１の実施の形態と同一部分には同一の符
号を付してここではその説明を省略する。
【００７７】
　そこで、上記構成の本実施の形態の分離型内視鏡１では、分離型内視鏡１の装着が完了
し、使用可能となったことを撮影画像モニタ２３の表示画面内の表示部９１の文字の表示
によって使用者に知らせることができる。これにより、操作部３へ挿入部２を装着した際
に、正しく装着された状態を正しく検知することができ、操作部３と挿入部２との連結部
を確実に装着できる分離型内視鏡１を提供することができる。そのため、挿入部２と操作
部３との着脱部が正しく連結されていないままの状態での使用が継続されてしまうことを
防止することができる。
【００７８】
　なお、上記各実施の形態の分離型内視鏡１では、照明窓部の後方に固定したライトガイ
ドファイバにより照明するようにしたが、これに限らず、照明手段として、ＬＥＤを用い
、該ＬＥＤの点灯制御を光源装置１８で行ってもよい。
【００７９】
　さらに、本発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲で種々変形実施できることは勿論である。　
　次に、本出願の他の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　
　（付記項１）　挿入部と操作部を接続および分離することが可能な分離型内視鏡であっ
て、給電部を有する操作部と、受電部を有する挿入部と、挿入部と操作部間を接続時に固
定するためのロック機構と、操作部への挿入部の接続状態を前記給電部と前記電気接点と
の通電状況によって検知する検知手段と、操作部への挿入部の接続状態についての検知内
容を使用者に告知する告知手段と、を具備することを特徴とする分離型内視鏡。
【００８０】
　（付記項２）　前記分離型内視鏡において、挿入部と操作部との接続が完了したことを
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前記検知手段が検知し、前記内視鏡が起動する起動手段を具備することを特徴とする付記
項１に記載の分離型内視鏡。
【００８１】
　（付記項３）　前記分離型内視鏡において、使用中に挿入部と操作部との接続が不良と
なったことを前記検知手段が検知し、当該内視鏡が停止する停止手段を具備することを特
徴とする付記項１に記載の分離型内視鏡。
【００８２】
　（付記項４）　前記ロック機構は、前記電気接点により前記挿入部と前記操作部の装着
を検知した際に、挿入部を固定することを特徴とする付記項１に記載の分離型内視鏡。
【００８３】
　（付記項５）　前記ロック機構は、挿入部側の端部に設けられた固定された接合部材と
、操作部側に設けられた可動腕部とからなることを特徴とする付記項１に記載の分離型内
視鏡。
【００８４】
　（付記項６）　前記告知手段は、光点灯手段であることを特徴とする付記項１に記載の
分離型内視鏡。
【００８５】
　（付記項７）　前記光点灯手段は、ＬＥＤであることを特徴とする付記項６に記載の分
離型内視鏡。
【００８６】
　（付記項８）　前記光点灯手段は、挿入部に位置することを特徴とする付記項６に記載
の分離型内視鏡。
【００８７】
　（付記項９）　前記光点灯手段は、操作部に位置することを特徴とする付記項６に記載
の分離型内視鏡。
【００８８】
　（付記項１０）　前記告知手段は、振動手段であることを特徴とする付記項１に記載の
分離型内視鏡。
【００８９】
　（付記項１１）　前記振動手段は、操作部に位置することを特徴とする付記項１０記載
の分離型内視鏡。
【００９０】
　（付記項１２）　前記告知手段は、音発生手段であることを特徴とする付記項１に記載
の分離型内視鏡。
【００９１】
　（付記項１３）　前記音発生手段は、操作部に位置することを特徴とする付記項１２に
記載の分離型内視鏡。
【００９２】
　（付記項１４）　前記告知手段は、映像手段であることを特徴とする付記項１に記載の
分離型内視鏡。
【００９３】
　（付記項１５）　前記映像手段は、表示するためのディスプレイが操作部に位置するこ
とを特徴とする付記項１４に記載の分離型内視鏡。
【００９４】
　（付記項１６）　前記映像手段は、表示するためのディスプレイが撮影画像モニタと共
用となっていることを特徴とする付記項１４に記載の分離型内視鏡。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　操作部へ挿入部を装着した際に、挿入部と操作部とが正しい連結位置まで連結された時
点で、告知手段が作動することにより、正しく装着された状態を正しく検知することがで
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分野で有効である。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】本発明の第１の実施の形態の分離型内視鏡の分離状態を示すもので、（Ａ）は内
視鏡の挿入部の部分を示す概略構成図、（Ｂ）は内視鏡の操作部と外部装置との接続状態
を示す概略構成図。
【図２】第１の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部とが連結される途中の状態を
示す概略構成図。
【図３】第１の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部との電気接点間が接続された
状態を示す概略構成図。
【図４】第１の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部との連結時にロック機構がロ
ックされた状態を示す概略構成図。
【図５】本発明の第２の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部とが連結される前の
状態を示す概略構成図。
【図６】第２の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部とが連結される途中の状態を
示す概略構成図。
【図７】第２の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部とが連結される途中で装着ボ
タンを押した状態を示す概略構成図。
【図８】第２の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部との連結時にロック機構がロ
ックされていない状態を示す概略構成図。
【図９】第２の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部との連結時にロック機構がロ
ックされる動作を説明するための概略構成図。
【図１０】第２の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部との連結時にロック機構が
ロックされた状態を示す概略構成図。
【図１１】本発明の第３の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部とが連結された状
態を示す概略構成図。
【図１２】本発明の第４の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部とが連結された状
態を示す概略構成図。
【図１３】本発明の第５の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部とが連結された状
態を示す概略構成図。
【図１４】本発明の第６の実施の形態の分離型内視鏡の挿入部と操作部とが連結された状
態を示す概略構成図。
【図１５】本発明の第７の実施の形態を示すもので、（Ａ）は分離型内視鏡の挿入部と操
作部とが連結された状態を示す概略構成図、（Ｂ）は操作部の表示部を示す正面図。
【図１６】本発明の第８の実施の形態を示すもので、（Ａ）は分離型内視鏡の挿入部と操
作部とが連結された状態を示す概略構成図、（Ｂ）はモニタに表示された表示画像の一例
を示す正面図。
【符号の説明】
【００９７】
　　２…挿入部、３…操作部、８…第２の電気接点、９…ロック機構、１１…ＬＥＤ（告
知手段）、２２…制御部（検知手段）、２６…第１の電気接点。
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